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児童の実態および定期考査を含む調査結果等に基づく内容別・観点別の分析表 

教科名 国  語 

 

 児童の学習状況についての実態 国の学力調査と学校

の結果分析 

内容別・観点別の分析 

 第１学年 ・国語の学習に意欲的に取り組み、読むこと、書く

こと等を生き生きと行っている。平仮名を読むこと

は､よく出来るようになっている。平仮名を全部書

くことは、全員できているが、点画や正しい字形に

ついては、繰り返し指導が必要である。 

文章の読み取りでは、楽しく読むことはできるが、

言葉を正確にとらえて、内容を理解した上で、書い

たり答えたりする力は、十分とは言えない。 

・言語事項では、助詞、「は」「へ」「を」の表記

や促音の「つ」を書く位置の間違えがある。 

 ・ほとんどの児童が、ひらが

なを読んだり書いたりする

力は十分ついている。 

・文章の読み取りでは、書か

れている内容の把握のため

に言葉に気をつけることを

徹底して指導していく。文章

の中の助詞、「は」「へ」「を」

や促音などの書き間違えが

あり、文章を書く力が十分で

はない。これは、日々、繰り

返し指導していく。 

 

 

 第２学年 ・国語の学習に意欲的に取り組む児童が多い。音読

練習もほとんどの児童が毎日家庭で取り組んでい

る。休み時間や空いた時間にも、読書に取り組んで

いる。 

・話したり、聞いたりする活動には、ほとんどの児

童が意欲的に取り組んでいる。しかしなかなか自分

の思いや考えを発表できない児童も１０％程度い

る。登場人物の気持ちや場面の順序をとらえること

は、おおよそ出来ている。自分の思った事を書くこ

とに関しては、順序よく書けなかったり、自分の考

えを整理して書けなかったりする児童が数名いる。

言語事項の漢字を正しく書くことについては、個人

差が大きい。 

 ・話すことについては、スピ

ーチなどにより、繰り返し取

り組んでいるが、個人差が大

きい。話す内容に自信がない

ことから声が小さい児童も

いる。聞く態度は良く、話し

た内容に適切な質問をする

ことができる児童が多い。読

書に積極的に取り組んでい

るため、場面や心情の読み取

りの力も付いてきている。日

記などを書かせる機会を増

やすことで、言語事項の定着

を図る。 



 第３学年 ・進んで話し合ったり自分の考えを書いたりするこ

とはよくできていた。場面の移り変わりや情景を、

叙述をもとに想像しながら読む力も身についてき

た。漢字の読み書きをはじめとした言葉や文章のき

まりを理解することは、まだ十分ではない。 

・国語の学習で、語や文章の中心に気をつけて内容

を理解することは、おおむねできている。話を最後

までしっかりと聞くことは、まだ十分にはできてい

ない児童もいる。言語事項では、漢字を書いたり文

章の中で使ったりする力が、まだ不十分である。 

 ・年間を通して家庭学習とし

て音読や漢字の練習に取り

組ませる。また朝や帰りの会

でスピーチをしたり、１日の

振り返りを書いたりして、自

分の思いや考えをはっきり

伝えられるようにする。ま

た、朝読書・授業での並行読

書など、様々な読書活動を取

り入れる。 

第４学年 ・物語教材で場面を想像しながら、登場人物の行動

を読み取ることはおおよそできている。登場人物の

心情を正確に読み取ることは個人差が大きい。説明

的文章で段落と段落との関係を考えながら読むこ

とに苦手意識が高い。漢字は読むことはおおよそで

きるが、漢字を書くこと、漢字を文章の中で使うこ

とが完全には定着していない。文章を書くこと、話

すこと・聞くことは、身につけられている児童とそ

うでない児童の差が大きい。 

 ・漢字の学習は年間を通して

継続的に繰り返し取り組ま

せる。朝の会でのスピーチ、

話し合い活動、学習後や行事

後の作文、週末の日記を年間

通して継続的に行い、自分の

思いや考えをはっきり伝え

られるようにする。詩の音読

や読書活動など、様々な言語

活動を取り入れる。 

 

 

  

第５学年 

・文章を読み取る力は、おおよそできているが、人

物の心情を文章から根拠を見つけて読み取る力は

まだ不十分である。漢字を正しく書いたり、文章を

見直して正しく直したりする課題では、まだ定着が

はかれていないことが多い。話す・聞くについては、

８０％以上をとっている児童が多かった。 

・文章から根拠を見つけて読み取る力や前学年まで

の漢字が定着していない児童が多い。自分の考えを

整理し分かりやすく表現する力が十分に身につい

ていない児童もおり、また、個人差もある。 

 ・漢字の練習は年間を通して

継続的に取り組ませる。読書

を通して語彙力をつけさせ

ていく。授業の中で少人数の

話し合い活動を取り入れ、自

分の考えをまとめて発表す

る活動を充実させていく。 

 

 

 第６学年 

・どの内容についても平均を上回る結果を出してい

る。特に、「書くこと」の領域においては、平均よ

りさらに高い評価となっており、結果を出してい

る。 

・５つの観点について、バランスよく取れているが、

「読むこと」については平均よりも上回っているも

のの、ほかの４項目よりは低い。今後も音読や読解

など長文に触れる機会を増やし、会話力や表現力を

身に付けていくとともに読む力も身に付けさせて

いく。 

・「話す・聞く」「読

む」「書く」「伝統的

な言語文化と国語の

特質関する事項」につ

いては、いずれについ

ても、全国平均や区の

平均を上回っている。

書くことについての

領域では平均を上回

ってはいるが偏差が

小さい。 

・指導法や教材を工夫するこ

とにより、関心意欲を高め、

いっそうの学力の向上を図

れると考えられる。年間を通

して「スピーチ」を行い、自

分の思いや考えをはっきり

伝えられるようにする。ま

た、詩の音読や読書活動な

ど、様々な学習活動を取り入

れる。 

 


